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高緯度北極域のノルウェー・スピッツベルゲン島・ニーオルスンにおいて、タールスポット病
(黒紋病)と呼ばれる植物病原菌によるキョクチヤナギの光合成への影響について8月7-20日にか
けて調査した。タールスポット病の分布調査、感染葉におけるタールスポット病徴部被覆面積及
び感染葉のクロロフィル蛍光活性の測定、顕微鏡による感染葉の形態観察を行った。その結果、
タールスポット病は調査地の広範囲に分布していること、感染葉におけるタールスポット被覆面
積は大きく、感染によって被覆部では組織が破壊されてしまうこと、感染葉でも非被覆組織は蛍
光活性に影響を受けないことが分かった。今回の研究ではタールスポット病が広く分布し、感染
葉においては被覆部がキョクチヤナギの光合成に影響を与えていることが示された。


